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一
身
田
寺
内
町
は
、
平
成
29
年

11
月
に
国
宝
指
定
さ
れ
た
２
施
設

を
含
む
高
田
本
山
専
修
寺
を
中
心

と
し
た
寺
内
町
で
、
今
も
ほ
ぼ
完

全
な
形
で
環か
ん
ご
う濠
が
残
さ
れ
る
な
ど
、

多
く
の
文
化
財
や
歴
史
的
な
町
並

み
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

４
月
28
日
（
木
）
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
、
津
波
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

三
重
短
期
大
学
か
ら
、
高
台
に
あ

る
一
身
田
上
津
部
田
の
県
総
合
文

の
影
響
で
２
年
間
中
止
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
清
掃
活
動
で
す
が
、

今
春
は
３
年
ぶ
り
に
多
く
の
本
学

学
生
が
参
加
し
、
５
月
28
日
（
土
）

地
元
の
住
民
、
地
元
中
学
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
一
身
田

寺
内
町
や
高
田
本
山
専
修
寺
境
内

の
清
掃
・
除
草
を
行
い
ま
し
た
。

化
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、
学
生
と

教
職
員
が
歩
い
て
避
難
し
ま
し

た
。ま

た
学
内
で
は
防
災
啓
発
車
に

よ
る
地
震
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

校
舎
の
３
・
４
階
と
屋
上
は
津

波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
受
け
て
い

る
た
め
、
屋
上
の
緊
急
避
難
場
所

の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

災
害
時
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
に
よ
り
防
災
意
識
の
一

層
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「地域と歩む みえ短」 「地域と歩む みえ短」 
一
身
田
寺
内
町
の
清
掃

一
身
田
寺
内
町
の
清
掃

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

学
生
機
能
別
消
防
団
で
は
、
避

難
所
で
の
救
援
物
資
の
配
布
な
ど

の
支
援
活
動
や
各
種
消
防
講
習
会

に
お
け
る
支
援
及
び
広
報
活
動
を

行
い
ま
す
。

現
在
、
本
学
の
授
業
に
つ
い
て

は
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
対
面
授
業
を
基
本
と
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

施
設
へ
の
出
入
り
口
に
は
消
毒

液
を
設
置
し
、
各
教
室
で
は
着
席

制
限
を
行
い
、
教
室
教
壇
や
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
飛
沫
防
止
対

策
と
し
て
遮
蔽
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
45
名
の
学
生
が
機
能

別
消
防
団
員
と
し
て
入
団
し
、
６

月
23
日
（
木
）
に
辞
令
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。

４
月
の
避
難
訓
練
の
参
加
や
10

食
堂
も
同
様
に
飛
沫
防
止
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
感
染
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、
安
全
面
・
健
康
面
に
考
慮

し
た
姿
勢
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

月
に
は
、
初
期
消
火
訓
練
及
び
救

急
法
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
防
災

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

学
生
機
能
別
消
防
団

学
生
機
能
別
消
防
団

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
つ
い
て

昭
和
昭
和
2525
年
、
戦
後
の
学
制
改
革

年
、
戦
後
の
学
制
改
革

に
伴
い
新
し
い
学
校
制
度
と
し
て

に
伴
い
新
し
い
学
校
制
度
と
し
て

短
期
大
学
制
度
が
発
足
し
、
二
年

短
期
大
学
制
度
が
発
足
し
、
二
年

後
の
昭
和

後
の
昭
和
2727
年
に
三
重
短
期
大
学

年
に
三
重
短
期
大
学

が
創
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
二
万

が
創
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
二
万

名
を
超
え
る
学
生
が
本
学
を
巣

名
を
超
え
る
学
生
が
本
学
を
巣

立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
本
学
は

立
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
本
学
は

開
学
開
学
7070
周
年
を
迎
え
ま
す
。
三
重

周
年
を
迎
え
ま
す
。
三
重

短
期
大
学
同
窓
会
と
三
重
短
期
大

短
期
大
学
同
窓
会
と
三
重
短
期
大

学
教
育
振
興
会
の
ご
支
援
を
得

学
教
育
振
興
会
の
ご
支
援
を
得

て
、『
開
学

て
、『
開
学
7070
周
年
記
念
誌
』
を
編

周
年
記
念
誌
』
を
編

纂
し
、
本
年

纂
し
、
本
年
1010
月
に
は
本
学
体
育

月
に
は
本
学
体
育

館
で
記
念
式
典
の
開
催
を
予
定
し

館
で
記
念
式
典
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

昭
和
昭
和
4343
年
の
現
校
地
へ
の
移
転

年
の
現
校
地
へ
の
移
転

か
ら
年
月
が
経
過
し
、
大
学
施
設

か
ら
年
月
が
経
過
し
、
大
学
施
設

の
整
備
が
課
題
の
一
つ
と
な
る

の
整
備
が
課
題
の
一
つ
と
な
る

中
、
平
成

中
、
平
成
2525
年
度
に
は
校
舎
棟
エ

年
度
に
は
校
舎
棟
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
を
、
平

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
を
、
平

成成
2929
年
度
に
は
渡
り
廊
下
の
耐
震

年
度
に
は
渡
り
廊
下
の
耐
震

補
強
工
事
を
、
令
和
元
年
度
に
は

補
強
工
事
を
、
令
和
元
年
度
に
は

校
舎
棟
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び
体

校
舎
棟
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び
体

育
館
の
改
修
工
事
を
終
え
ま
し

育
館
の
改
修
工
事
を
終
え
ま
し

た
。
今
年
度
は
校
舎
棟
外
壁
等
の

た
。
今
年
度
は
校
舎
棟
外
壁
等
の

改
修
工
事
と
校
舎
棟
空
調
設
備
の

改
修
工
事
と
校
舎
棟
空
調
設
備
の

改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で

改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。
す
。津

市
で
は
令
和
４
年
４
月

津
市
で
は
令
和
４
年
４
月
2626
日日

か
ら
、「
ふ
る
さ
と
津
か
が
や
き
寄

か
ら
、「
ふ
る
さ
と
津
か
が
や
き
寄

附
」
を
通
し
て
、
三
重
短
期
大
学

附
」
を
通
し
て
、
三
重
短
期
大
学

を
指
定
し
た
寄
附
募
集
を
開
始
い

を
指
定
し
た
寄
附
募
集
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
ふ
る

た
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
市
内

さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
市
内

の
私
立
高
等
学
校

の
私
立
高
等
学
校･･

短
期
大
学
及

短
期
大
学
及

び
三
重
短
期
大
学
を
指
定
し
た
寄

び
三
重
短
期
大
学
を
指
定
し
た
寄

附
を
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の

附
を
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
開
学

で
す
。
開
学
7070
年
と
い
う
節
目
の

年
と
い
う
節
目
の

年
に
、
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

年
に
、
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
踏
ま
え
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

を
踏
ま
え
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

高
等
教
育
機
関
で
あ
る
た
め
に
さ

高
等
教
育
機
関
で
あ
る
た
め
に
さ

ら
な
る
努
力
を
重
ね
る
中
、
必
要

ら
な
る
努
力
を
重
ね
る
中
、
必
要

な
施
設
の
整
備
や
教
育
環
境
の
充

な
施
設
の
整
備
や
教
育
環
境
の
充

実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
津
市
内
、
三
重
県
内
は
も

で
す
。
津
市
内
、
三
重
県
内
は
も

ち
ろ
ん
、
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い

ち
ろ
ん
、
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
卒
業
生
の
皆
様
に
も
広
く
ご
理

る
卒
業
生
の
皆
様
に
も
広
く
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま

す
。
す
。文

部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
現
在
全
国
に
短

に
よ
り
ま
す
と
、
現
在
全
国
に
短

期
大
学
は
３
１
７
校
あ
り
、
う
ち

期
大
学
は
３
１
７
校
あ
り
、
う
ち

公
立
短
期
大
学
は

公
立
短
期
大
学
は
1414
校
、
残
る

校
、
残
る

３
０
３
校
は
私
立
の
短
期
大
学
で

３
０
３
校
は
私
立
の
短
期
大
学
で

す
。
さ
ら
に
、
法
人
化
せ
ず
一
つ

す
。
さ
ら
に
、
法
人
化
せ
ず
一
つ

の
自
治
体
が
運
営
し
て
い
る
短
期

の
自
治
体
が
運
営
し
て
い
る
短
期

大
学
は
本
学
を
含
め
て
わ
ず
か
６

大
学
は
本
学
を
含
め
て
わ
ず
か
６

校
で
す
。
ま
た
学
科
学
生
数
で
は

校
で
す
。
ま
た
学
科
学
生
数
で
は

三
重
短
期
大
学
は
定
員
７
０
０
名

三
重
短
期
大
学
は
定
員
７
０
０
名

で
、
一
自
治
体
が
設
置
す
る
短
期

で
、
一
自
治
体
が
設
置
す
る
短
期

大
学
と
し
て
は
最
大
規
模
で
す
。

大
学
と
し
て
は
最
大
規
模
で
す
。

高
等
教
育
機
関
全
般
を
取
り
巻
く

高
等
教
育
機
関
全
般
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
が
様
々
に
変
化
す
る

社
会
情
勢
が
様
々
に
変
化
す
る

中
、
中
、
7070
年
の
長
き
に
わ
た
り
一
自

年
の
長
き
に
わ
た
り
一
自

治
体
が
設
置
者
で
あ
り
続
け
、
数

治
体
が
設
置
者
で
あ
り
続
け
、
数

多
く
の
皆
さ
ま
の
、
本
学
に
寄
せ

多
く
の
皆
さ
ま
の
、
本
学
に
寄
せ

て
い
た
だ
く
変
わ
ら
ぬ
お
気
持
ち

て
い
た
だ
く
変
わ
ら
ぬ
お
気
持
ち

が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
と

が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
と

い
う
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は

い
う
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
の
想
い
を
新
た
に
し

な
ら
な
い
と
の
想
い
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

開
学
開
学
7070
周
年
を
迎
え
て

周
年
を
迎
え
て

学
　
長

学
　
長 

　
村
　
井
　
美
代
子

村
　
井
　
美
代
子

三
重
短
期
大
学
に
学
ぶ
学
生
の
活
力
は
、
地
域
の
大
切
な
財

三
重
短
期
大
学
に
学
ぶ
学
生
の
活
力
は
、
地
域
の
大
切
な
財

産
で
す
。

産
で
す
。

学
生
は
学
内
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
に
お
い
て
自
主

学
生
は
学
内
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
に
お
い
て
自
主

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
、
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
、
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
大
学
と
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
地
域
連
携
講

ま
た
大
学
と
し
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
地
域
連
携
講

座
や
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
を
開
催
し
学
習
機
会
を
提
供
す

座
や
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
を
開
催
し
学
習
機
会
を
提
供
す

る
な
ど
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

る
な
ど
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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法
経
科
は
第
２
部
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
が
、
お
か
げ
様
で
、
法
経

科
に
お
け
る
教
育
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
70
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

期
間
に
お
い
て
、
よ
り
充
実
し
た

法
経
科
教
育
の
実
施
な
ど
の
目
的

か
ら
、
第
１
部
の
コ
ー
ス
再
編
を

し
た
り
、
第
２
部
に
長
期
履
修
学

生
制
度
を
設
け
た
り
、
第
１
部
経

商
コ
ー
ス
対
象
の
関
連
分
野
特
別

選
抜
（
入
試
形
態
）
の
導
入
を
し

た
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
以
上

の
よ
う
な
取
組
み
の
中
で
、
順
調

に
、
社
会
に
と
っ
て
有
為
な
人
材

を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
法
経
科
は
、
第
１
部

法
律
コ
ー
ス
58
名
・
第
１
部
経
商

コ
ー
ス
45
名
・
第
２
部
47
名
の
新

入
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
学
業

へ
の
熱
意
が
強
い
新
入
生
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
や
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
へ
の
悪

影
響
が
無
視
で
き
な
い
よ
う
な
状

況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
法
経
科

教
員
一
同
、
そ
の
よ
う
な
学
生
一

人
一
人
の
進
路
が
き
ち
ん
と
決
ま

る
よ
う
、
学
校
教
育
に
力
を
込
め

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
変
化
の
激
し
い

社
会
に
対
応
し
た
法
経
科
の
構
築

に
向
け
た
努
力
も
欠
か
す
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
少
子

高
齢
化
や
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

充
実
を
考
慮
し
た
本
学
科
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ

う
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
法
経
科

に
お
け
る
、入
試
制
度
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、地
域
連
携
や
産
学
官
連
携
、

教
員
採
用
、
な
ど
の
体
制
を
充
実

さ
せ
て
ゆ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
努
力
を
継
続

し
、
こ
の
地
域
に
よ
り
高
度
に
貢

献
で
き
る
学
科
を
築
き
上
げ
て
ゆ

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
４
月
か
ら
食
物
栄
養
学

科
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
度
は
完

成
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度

新
入
生
の
入
学
試
験
か
ら
関
連
分

野
特
別
選
抜
を
取
り
入
れ
、
高
校

で
食
物
や
栄
養
に
つ
い
て
学
ん
だ

学
生
も
さ
ら
に
専
門
的
に
学
べ
る

よ
う
に
、
各
教
員
も
授
業
に
工
夫

を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
科
の
学
生
は
栄
養

士
免
許
の
取
得
を
目
指
し
、
数
多

く
の
講
義
、
実
験
実
習
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
ほ
と
ん
ど

全
て
の
授
業
が
対
面
授
業
に
な

り
、
昨
年
度
と
同
様
に
実
験
実
習

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の

た
め
２
か
所
に
分
か
れ
て
の
対
面

実
験
実
習
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
物
栄
養
学
科
の
大
き
な
特
徴
で

あ
る
実
験
実
習
に
つ
い
て
は
、
学

生
か
ら
も
「
実
際
に
手
を
動
か
す

こ
と
で
重
要
ポ
イ
ン
ト
が
理
解
で

き
た
、
班
員
と
協
力
す
る
の
で
す

ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
、
身
近
な
内

容
な
の
で
楽
し
い
」、
な
ど
の
肯
定

的
な
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。
我
々

教
員
も
学
生
が
実
験
実
習
を
通
し

て
、
栄
養
士
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
に
工

夫
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。

地
域
貢
献
・
地
域
連
携
活
動
で

は
、
高
校
生
の
運
動
部
栄
養
サ

ポ
ー
ト
、
世
界
の
料
理
の
調
理
実

習
な
ど
、
２
年
生
を
中
心
と
し
て

学
生
が
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
近
年
は
短
い
学
生
生
活
の
中

で
も
上
記
の
よ
う
な
課
外
活
動
に

取
り
組
み
、
充
実
し
た
日
々
を
送

る
学
生
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
一

方
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
苦

労
し
た
り
、
昨
今
の
気
候
変
動
で

体
調
を
崩
し
た
り
す
る
学
生
も
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
担
任
を
中

心
と
し
て
学
科
教
員
全
員
が
一
人

一
人
の
学
生
に
目
配
り
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
お
り
、
学
生
が
気
軽

に
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

生
活
科
学
科
と
食
物
栄
養
学
科

と
分
離
し
て
一
年
以
上
経
過
し
ま

し
た
が
、
定
員
数
１
０
０
人
の
学

生
を
相
手
に
、
専
任
教
員
８
名
で

切
り
ま
わ
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
度
の
状
況
と
し
て
は
、
ま
ず

編
入
学
に
お
け
る
成
果
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
２
０
２
２
年
３
月
末
の

時
点
で
、
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー

ス
が
国
公
立
１
名
、
私
立
４
名
で

計
５
名
。
居
住
環
境
コ
ー
ス
は
国

公
立
11
名
、
私
立
４
名
の
計
15
名

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
居
住
環
境

コ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
こ
の
十
年

で
最
も
多
い
数
と
な
っ
て
お
り
、

「
理
系
編
入
学
に
強
い
公
立
短
期

大
学
」
と
い
う
認
識
が
、
世
間
に

そ
れ
な
り
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
２
０
２
１
年
度
中
に
「
転

コ
ー
ス
制
度
」
に
つ
い
て
議
論
お

よ
び
具
体
化
を
図
り
、
２
０
２
２

年
度
入
学
生
か
ら
適
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど
ち
ら

か
の
コ
ー
ス
に
入
学
し
た
も
の
の
、

生
活
科
学
を
総
合
的
に
学
ん
で
い

る
う
ち
に
、
他
コ
ー
ス
で
主
と
し

て
教
授
さ
れ
て
い
る
学
問
に
強
い

興
味
と
学
習
意
欲
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
者
を
支
援
す
る
た
め
の
措

置
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
学

生
若
干
名
を
対
象
と
す
る
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
他
大
学
の
例
に
も

学
び
な
が
ら
学
科
内
で
検
討
を
重

ね
、
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
の

奮
励
を
促
す
支
援
制
度
を
２
０
２

２
年
度
よ
り
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
の
見
通

し
も
未
だ
立
た
ず
、
円
安
な
ど
を

原
因
と
し
た
物
価
高
と
い
っ
た
経

済
的
苦
境
が
継
続
す
る
な
か
、
卒

業
後
の
進
路
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
編

入
学
指
導
や
資
格
取
得
支
援
を
進

め
、
学
生
に
と
っ
て
よ
り
「
学
び

や
す
い
」
学
科
を
目
指
す
べ
く
、

よ
り
一
層
の
工
夫
と
努
力
を
重
ね

て
い
く
所
存
で
す
。

月
に
一
度
、
学
生
部
と
学
生
自

治
会
、
学
祭
実
行
委
員
会
、
三
科

合
同
ク
ラ
ブ
委
員
会
、
生
協
学
生

委
員
会
が
協
議
す
る
「
三
部
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

は
、
学
生
部
と
学
生
自
治
会
、
学

祭
実
行
委
員
会
の
三
者
が
協
議
す

る
場
で
あ
っ
た
た
め
「
三
部
会
」

と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
学
生
の
要

望
や
提
案
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り

良
い
学
生
生
活
の
あ
り
方
を
一
緒

に
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、

学
生
生
活
に
は
様
々
な
制
約
が
あ

り
ま
す
が
、
学
生
同
士
が
交
流
で

き
る
企
画
を
学
生
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
は

新
入
生
歓
迎
バ
ス
旅
行
を
開
催

し
、
日
帰
り
で
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー

ラ
ン
ド
に
出
掛
け
、
新
入
生
同
士

だ
け
で
な
く
同
行
し
た
２
年
生
や

教
員
と
も
交
流
を
深
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
に
は

学
生
自
治
会
主
催
の
運
動
会
を
体

育
館
で
行
い
ま
し
た
。

７
月
に
は
昨
年
開
催
で
き
な

か
っ
た
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
体
育
館
と
大
学
ホ
ー
ル
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
感
染
対
策
な
ど
様
々
な

課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
た

ち
が
一
つ
ひ
と
つ
知
恵
を
絞
り
な

が
ら
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

参
加
者
を
限
定
し
、
飲
食
を
禁
止

す
る
な
ど
制
約
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ゼ
ミ
や
ク
ラ
ブ
が
出
す
模
擬
店
や

展
示
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
の
催
し
物

な
ど
が
あ
っ
て
、
学
生
生
活
の
楽

し
い
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
12
月
頃
に

は
大
学
祭
を
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
企
画
運
営
に
あ
た
っ
た
学

生
に
は
、
こ
の
経
験
を
さ
ら
に
活

か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
大

学
と
し
て
も
学
生
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
今
後
も
充
実

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
実
現

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
重
短
期
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
は
、
本
学
に
お
け
る
地
域
連

携
及
び
地
域
貢
献
事
業
に
取
り
組

む
た
め
の
窓
口
と
し
て
、２
０
０
８

年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
連

携
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
い
ず
れ

も
多
方
面
か
ら
の
支
援
を
得
て
、

着
実
に
そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
て

い
ま
す
。

事
業
は
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
最
も
重
要
な
位
置
づ
け
と

な
っ
て
い
る
の
が
生
涯
学
習
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

分
野
に
お
い
て
中
心
に
な
る
の
は
、

「
地
域
連
携
講
座
」
と
「
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
」
の
二
つ
の
事
業
で
す
。

「
地
域
連
携
講
座
」
は
、
本
学
の
教

員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
て
、

各
分
野
の
著
名
な
研
究
者
や
実
務

家
を
お
招
き
し
、
最
先
端
の
知
見

を
市
民
に
提
供
す
る
講
座
で
す
。

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
本
学

の
教
員
が
講
師
と
な
り
、
５
日
間

10
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
昨

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
状
況
を
鑑
み
、
両

講
座
と
も
残
念
な
が
ら
不
開
講
の

や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
が
、
昨

年
度
は
、「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

も
「
地
域
連
携
講
座
」
も
、
感
染

防
止
対
策
に
努
め
な
が
ら
対
面
で

の
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
度
の
「
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
校
舎
棟
改
修
工

事
の
た
め
、
11
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
開
講
す
る
予
定
で
す
。
本
学

教
員
の
研
究
や
社
会
活
動
の
中
か

ら
講
演
可
能
な
テ
ー
マ
を
事
前
に

設
定
し
、
市
民
の
要
望
に
応
じ
て
、

教
員
が
出
向
い
て
講
演
・
解
説
な

ど
を
行
う「
出
前
講
座
」も
、
年
々

依
頼
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
三
十
三
総
研
と
の
連
携

事
業
で
あ
る
「
小
論
文
・
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
」
は
、
今
年
で
16
回
目

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
の

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

実
現
に
重
要
な
『
多
様
性
』
の
視

点
か
ら
〜
誰
も
が
認
め
あ
え
る
社

会
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い

未
来
を
目
指
し
て
〜
」
で
す
。
学

生
が
作
成
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
配
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
現
在
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
多
く
の
応
募
が
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
市
政
と
の
連
携
で
あ

る
政
策
研
究
・
研
修
、
高
大
連
携

事
業
、
三
重
大
と
の
連
携
事
業
、

「
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
み

え
」
を
通
じ
た
地
域
貢
献
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な
ど
を

通
じ
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
、

大
学
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

の
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
に
生
き
る
法
経
科

地
域
に
生
き
る
法
経
科

法
経
科
長　

法
経
科
長　

大　

畑　

智　

史

大　

畑　

智　

史

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

学
生
部
長　

学
生
部
長　

木　

下　

誠　

一

木　

下　

誠　

一

生
活
科
学
科
の
現
況

生
活
科
学
科
の
現
況

生
活
科
学
科
長　

生
活
科
学
科
長　

南　
　
　

有　

哲

南　
　
　

有　

哲

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長　

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長　

藤　

枝　

律　

子

藤　

枝　

律　

子

食
物
栄
養
学
科
の
現
況

食
物
栄
養
学
科
の
現
況

食
物
栄
養
学
科
長　

食
物
栄
養
学
科
長　

阿　

部　

稚　

里

阿　

部　

稚　

里
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附
属
図
書
館
の
所
蔵
資
料
は

令
和
３
年
度
末
で
図
書
９
９
，

２
４
５
冊（
和
書
９
４
，７
４
７
冊
、

洋
書
４
，４
９
８
冊
）、
電
子
書
籍

２
３
８
冊
、
受
入
れ
雑
誌
１
１
５

種
（
和
雑
誌
１
０
０
種
、
洋
雑
誌

１
５
種
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー

ナ
ル
12
種
、
紀
要
６
８
３
種
、
新

聞
８
種
（
和
新
聞
６
種
、
洋
新
聞

２
種
）、
視
聴
覚
資
料
４
１
２
タ

イ
ト
ル
で
、
小
規
模
図
書
館
で
あ

り
な
が
ら
、
20
万
冊
を
超
え
る
資

料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
は
、
令
和
３
年
度

は
、
入
館
者
数
１
６
，８
７
８
人
、

貸
出
者
数
３
，５
６
５
人
（
う

ち
一
般
41
人
）、
貸
出
冊
数
６
，

５
９
７
冊（
う
ち
一
般
68
冊
）で
す
。

図
書
情
報
に
関
す
る
相
談
件

数
は
、
３
７
１
件
（
所
蔵
調
査

３
１
５
件
、
事
項
調
査
56
件
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
に
２
名
か
ら
始
ま
っ

た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
現
在

は
部
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
館

内
の
装
飾
や
、
本
の
テ
ー
マ
展
示

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
新
た
な
試
み
と
し
て
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

図
書
館
は
本
を
借
り
る
、
勉
強

す
る
だ
け
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
就
職
活
動
・
編
入
試
験
対
策

の
資
料
、
新
聞
・
雑
誌
、
新
聞
記

事
を
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
他
、
植
物
の
種
の
貸
出
（
花
が

咲
い
た
ら
種
を
返
却
）
な
ど
の
企

画
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

５
月
12
日
（
木
）、
役
員
会
と
総
会
が
開
催

さ
れ
、
令
和
４
年
度
役
員
の
選
任
、
令
和
３
年

度
収
入
支
出
決
算
、
令
和
４
年
度
収
入
支
出
予

算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
は
平
松
会
長
、
並
び
に

小
野
副
会
長
に
留
任
い
た
だ
き
、
学
生
の
ご
家

族
３
名
が
書
記
、
評
議
員
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、

合
計
30
名
に
よ
る
役
員
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
で
は
、
就
職
対
策
、
編
入
学
講
座
の
補

助
や
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
な
ど
へ
の
補
助
な
ど
の

報
告
が
行
わ
れ
、
本
年
度
予
算
で
は
、
例
年
の

事
業
に
加
え
70
周
年
記
念
事
業
の
補
助
に
つ
い

て
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
会
は
、
昭
和
27
年
５
月
の
開
学
直

後
に
発
足
し
、
本
学
の
教
育
目
標
で
あ
る｢

広

い
分
野
の
総
合
的
な
知
識
と
深
い
専
門
的
学
術

を
教
授
研
究
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
高
い
知
性

を
備
え
、
議
論
的
で
自
主
的
な
判
断
能
力
に
加

え
応
用
力
や
実
践
力
の
富
む
有
為
な
人
材
育
成

を
す
る
こ
と｣

の
達
成
の
た
め
に
、
教
育
の
拡

充
や
施
設
整
備
等
の
援
助
を
図
り
、
学
生
が
よ

り
良
い
環
境
の
中
で
学
び
教
養
が
高
め
ら
れ
る

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。

本
年
度
よ
り
ご
縁
を
い
た
だ
き
着

任
い
た
し
ま
し
た
田
中
武
士
と
申

し
ま
す
。
主
に
社
会
保
障
や
社
会

福
祉
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
前
職
、
医
療
機
関
等
で
相

談
援
助
職
に
20
年
ほ
ど
従
事
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
路
上
生
活

者
の
方
々
な
ど
、
実
に
様
々
な
生

活
背
景
の
あ
る
ケ
ー
ス
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
現
代
社
会
に
お

い
て
、
何
ら
か
の
要
因
に
よ
り
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
々
の
立
場

に
立
ち
、
活
動
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
制
度
や

施
策
の
あ
り
方
と
と
も
に
、
社
会

環
境
や
地
域
と
の
関
係
か
ら
何
よ

り
も
「
人
間
ら
し
い
生
活
と
は
何

か
」
を
重
視
し
、
総
合
的
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
育
・

研
究
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　

み
え
た
ん
が
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
知
の
拠
点
と
な
り
、
個
人

が
尊
重
さ
れ
る
地
域
共
生
社
会
が

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の
み
な

さ
ま
や
学
生
と
一
緒
に
創
意
工
夫

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
け
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
4
月
に
着
任
し
た
照
井
遥

瑛
と
申
し
ま
す
。
研
究
分
野
は
民

法
、
環
境
法
で
、
本
学
で
は
民
法

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
学
生
と
し
て
研

究
活
動
に
専
念
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
教
員
と
し
て
教
育
・
研
究
活

動
に
従
事
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

皆
さ
ん
の
貴
重
な
学
生
生
活
が
少

し
で
も
実
り
の
あ
る
も
の
に
な
る

よ
う
、
支
援
に
精
進
し
て
参
り
ま

す
。皆

さ
ん
は
「
民
法
」
と
い
う
言

葉
に
対
し
て
堅
苦
し
い
印
象
を

持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
民
法
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
物

を
す
る
、
部
屋
を
借
り
て
一
人
暮

ら
し
を
す
る
、
友
人
か
ら
お
金
を

借
り
る
、
誰
か
と
結
婚
す
る
、
遺

産
を
相
続
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な

場
面
で
の
当
事
者
間
の
権
利
関
係

等
を
規
律
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
日
常
生
活
と
民
法
は
大
い
に

関
係
す
る
場
面
が
実
は
沢
山
あ
り

ま
す
。

授
業
で
は
、
具
体
的
な
事
例
や

イ
メ
ー
ジ
図
を
出
し
な
が
ら
、
あ

る
条
文
や
制
度
が
実
際
に
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
に
ど
の
く
ら
い
密
接

に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な
解
説

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　６月25日（土）に同窓会総代会が開催され、令和３年度の事業報
告と決算報告、会計監査報告、令和４年度の事業計画と予算が提案
され、原案どおり承認されました。

令令和和３３年年度度　　三三重重短短期期大大学学同同窓窓会会決決算算報報告告
自　R3.4.1

至　R4.3.31 　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項項    　　    目目
予予    算算    額額

((AA))

収収入入済済額額

((BB））

比比較較増増減減

((BB--AA））
摘摘                    要要

前 年 度 繰 越 金 7,483,907 7,483,907 0
会　  費  　収 　 入 1,565,000 1,565,000 0 　5,000円×313名

預 金 利 子 収 入 1,000 71 △ 929  預金利子　百五銀行 71円

雑収入 0 4,650 4,650 同窓名簿代

合合　　　　　　　　計計 9,049,907 9,053,628 3,721

項項    　　    目目
予予    算算    額額

((AA))

支支出出済済額額

((BB））

比比較較増増減減

((AA--BB））
摘摘                    要要

協　 賛 　事　 業 　費 500,000 89,000 411,000 卒業記念パーティー学生参加分

助 　成　 事　 業 　費 1,100,000 196,478 903,522  学報みえたん助成　大学祭助成金

卒業記念品作成費 200,000 159,940 40,060 手提袋 学位記ホルダー(教育振興会と分担)

同窓会だより発行費 400,000 0 400,000
　　

会   議   運   営   費 500,000 148,691 351,309  役員会開催費　役員活動費

事        務        費 300,000 96,845 203,155  通信運搬費、.送金手数料、事務消耗品

予        備        費 49,907 0 49,907

小小　　　　　　　　　　計計 3,049,907 690,954 2,358,953
特別支援費(寄付金） 1,000,000 0 1,000,000

特別学生支援費 1,000,000 0 1,000,000
特別事業準備費 4,000,000 0 4,000,000

合合　　　　　　　　　　計計 9,049,907 690,954 8,358,953

　収入済額 9,053,628円　－　 支出済額 690,954円　＝　次年度繰越額 8,362,674円　

現金、預金残高
金金　　　　　　額額

現　     　　金 62,816

普  通  預  金 8,299,858

定  期  預  金 0

計計 8,362,674

収収　　　　　　                      　　　　　　　　入入

支支　　　　　　                      　　　　　　　　出出

摘摘　　　　　　　　                                                    　　　　　　　　　　　　要要

    現金 62,816円　　　　　　

　  百五銀行　8,299,858円 　　

同　窓　会　だ　よ　り同　窓　会　だ　よ　り

－事業報告と決算－

1

円 円 円

2,976,928 2,976,928 0

16,890,000 16,890,000 0

3,000,000 3,000,000 0

1,000 94 △ 906 預金利子94円

22,867,928 22,867,022 △ 906

当初予算額 流用・補正 予算現額 決算額 不用額 備考（主なもの）

円 円 円 円

22,867,928 0 22,867,928 18,776,214 4,091,714

1,710,000 0 1,710,000 1,529,768 180,232

事 務 職 員 給 与 1,400,000 0 1,400,000 1,315,004 84,996

通 信 費 170,000 0 170,000 132,510 37,490

消 耗 品 費 10,000 0 10,000 8,054 1,946

手 数 料 80,000 0 80,000 74,200 5,800

備 品 費 50,000 0 50,000 0 50,000

55,000 0 55,000 40,852 14,148

会 議 費 5,000 0 5,000 2,352 2,648

役 員 行 動 旅 費 50,000 0 50,000 38,500 11,500

21,102,000 0 21,102,000 17,205,594 3,896,406

6,941,000 0 6,941,000 5,746,334 1,194,666

51,000 0 51,000 0 51,000

2,000,000 0 2,000,000 1,989,696 10,304

20,000 0 20,000 0 20,000

50,000 0 50,000 13,898 36,102

80,000 0 80,000 76,450 3,550

250,000 0 250,000 11,790 238,210

4,350,000 0 4,350,000 3,654,500 695,500

50,000 0 50,000 0 50,000

10,000 0 10,000 0 10,000

80,000 0 80,000 0 80,000

8,101,000 0 8,101,000 6,209,156 1,891,844

学 生 補 導 費 500,000 0 500,000 280,028 219,972

学 外 実 習 費 補 助 120,000 0 120,000 18,956 101,044

厚 生 事 業 費 1,000,000 0 1,000,000 648,096 351,904

就 職 対 策 費 1,800,000 0 1,800,000 1,150,890 649,110

食 堂 運 営 費 補 助 600,000 0 600,000 600,000 0

文 化 事 業 費 2,780,000 0 2,780,000 2,600,000 180,000

交 歓 競 技 会 補 助 1,000 0 1,000 0 1,000

卒 業 式 等 実 施 補 助 1,300,000 0 1,300,000 911,186 388,814

1,700,000 0 1,700,000 1,053,423 646,577

1,200,000 0 1,200,000 853,340 346,660

100,000 0 100,000 4,800 95,200

150,000 0 150,000 130,845 19,155

250,000 0 250,000 64,438 185,562

1,810,000 0 1,810,000 1,809,464 536

1,500,000 0 1,500,000 1,499,884 116

190,000 0 190,000 189,640 360

120,000 0 120,000 119,940 60

2,500,000 0 2,500,000 2,387,217 112,783

2,500,000 0 2,500,000 2,387,217 112,783

50,000 0 50,000 0 50,000

50,000 0 50,000 0 50,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

928 0 928 0 928

928 0 928 0 928

22,867,928 0 22,867,928 18,776,214 4,091,714

円

円

円 （翌年度繰越金）

22,867,022

支 出 決 算 額 18,776,214

差 引 残 額 4,090,808

校舎整備費補助

渉外費補助

積立金

予備費

合　　　　　計

収 入 決 算 額

事業費

学校運営費補助

補導厚生費補助

講座研究費補助

附属図書館費補助

合 計

支出

科　　　　　　　目

教育振興会費

事務費

会議費

繰 越 金

会 費

繰 入 金

雑 収 入

令和３年度教育振興会収入支出決算

収入 三重短期大学教育振興会

科　　　　　　　目 予算額 決算額
予算額に対する決算額の

比較増減額
備       考

田
中
　
武
士

生
活
科
学
科　

生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス

照
井
　
遥
瑛

法
経
科 新

任
教
員
の
紹
介

新
任
教
員
の
紹
介

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り附

属

図

書

館

附

属

図

書

館

令
和
４
年
度
総
会
を
開
催

令
和
４
年
度
総
会
を
開
催

三
重
短
期
大
学
教
育
振
興
会

三
重
短
期
大
学
教
育
振
興
会
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令
和
４
年
４
月
26
日
よ
り
津
市

で
は
「
ふ
る
さ
と
津
か
が
や
き
寄

附
」
を
活
用
し
て
「
三
重
短
期
大

学
応
援
分
」
寄
附
募
集
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
制
度
を
活
用
し
、
三
重
短
期
大

学
を
指
定
し
た
寄
附
を
募
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
通
じ
、
三
重
短
期

大
学
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

三
重
短
期
大
学
を
指
定
し
た
寄

附
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

４
年
度
に
開
学
70
周
年
を
迎
え
る

本
学
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
本
学
を
発
展
さ
せ
、

「
地
域
に
存
在
の
あ
る
キ
ラ
リ
と
光

彩
を
放
つ
公
立
短
期
大
学
」
と
し

て
、
必
要
な
施
設
整
備
や
教
育
研

究
費
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

学
生
の
学
習
環
境
の
改
善
の
た

め
、
校
舎
棟
外
壁
等
改
修
工
事
を

本
年
８
月
か
ら
来
年
３
月
に
か
け

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
工
事
内
容

は
外
壁
や
耐
震
ブ
レ
ス
の
塗
装
、

防
水
施
工
、
サ
ッ
シ
の
取
替
、
外

壁
の
コ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

予
算
額
は
１
億
５
千
万
円
で
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
第
２
回
市
議

会
補
正
予
算
で
、
換
気
を
行
い
な

が
ら
十
分
な
空
調
能
力
を
確
保
す

る
た
め
の
空
調
設
備
改
修
事
業
の

４
月
…
入
学
式（
４
日
）、
新
入
生

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス（
５
日
）、

前
期
講
義
開
始
（
８
日
）、

健
康
診
断（
15
日
、
16
日
、

大
津
波
想
定
避
難
訓
練

（
22
日
）

７
月
…
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
中
止
）
前
期
補
講(

30
〜

３
日)

８
月
…
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
18

〜
20
日
）

９
月
…
前
期
成
績
発
表
（
27
日
、

28
日
）、
後
期
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
27
日
、
28

日
）

10
月
…
後
期
講
義
開
始
（
１
日

〜
）、
受
験
相
談
会
（
16

日
）、
関
連
分
野
入
学
試

験
（
23
日
）

11
月
…
推
薦
入
学
試
験
（
27
日
、

28
日
）

12
月
…
受
験
相
談
会（
18
日
）、
冬

季
休
業
（
25
日
〜
１
月
３

日
）

１
月
…
後
期
講
義
再
開
（
４
日

〜
）、
後
期
補
講（
29
日
〜

２
月
４
日
）

２
月
…
法
経
科
第
２
部
受
験
相
談

会（
５
日
）、
一
般
入
学
試

験
（
８
日
、
９
日
）、
後
期

追
試
験
（
16
、
17
日
）

３
月
…
後
期
成
績
発
表
（
２
日
、

３
日
）、法
経
科
第
２
部
入

学
試
験（
６
日
）、
学
位
記

授
与
式
（
19
日
）

　
　
　

生
活
科
学
科

河　

津　
　
　

舞

　

私
た
ち
大
学
祭
実
行
委
員
会

は
、
７
月
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
12
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
大
学
祭
の
企
画
・
運
営
を
行

い
ま
す
。
サ
マ
フ
ェ
ス
は
感
染
対

策
の
た
め
、
掛
け
声
や
体
育
館
内

で
の
飲
食
禁
止
な
ど
、
多
く
の
制

約
は
あ
っ
た
も
の
の
、
卒
業
生
や

家
族
な
ど
学
外
の
関
係
者
を
呼
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り

の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
！

　

現
在
は
大
学
祭
に
向
け
て
準
備

を
始
め
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
・

出
店
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
や
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
、
み
ん
な
で
学
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
‼ 

　

令
和
４
年
３
月
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
学
位
記
授
与
式
に
お
き
ま
し
て

次
の
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

食
物
栄
養
専
攻
並
び
に
生
活
科
学
専
攻
生
活
福
祉
・
心
理
コ
ー
ス
の

成
績
優
秀
者
に
対
し
、
社
団
法
人
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
、
並
び

に
一
般
社
団
法
人
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
よ
り
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
表
彰

食
物
栄
養
学
専
攻

　

山
本　

千
夏（
や
ま
も
と　

ち
な
つ
）

●
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
表
彰

生
活
科
学
専
攻

　

青
木　

杏
樹（
あ
お
き　

あ
ん
じ
ゅ
）

　
　
　

食
物
栄
養
学
科

小　

谷　

真　

鈴

　

私
た
ち
１
部
自
治
会
は
法
経
科

第
１
部
と
食
物
栄
養
学
科
と
生
活

科
学
科
の
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
年
と
い
う
短
い
大
学
生

活
を
よ
り
楽
し
く
、
快
適
に
過
ご

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
夜
間
部
の

学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
２
部
自

治
会
や
大
学
祭
実
行
委
員
会
、
生

協
学
生
委
員
会
と
協
力
し
て
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
新
入
生
歓

迎
会
や
新
歓
バ
ス
旅
行
、
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
大
学
祭
な
ど

の
企
画
運
営
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
万

全
に
し
た
上
で
学
生
の
皆
さ
ん
が

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
！

　
　
　

法
経
科
第
２
部

八　

尾　

俊　

征

　

現
在
２
部
自
治
会
は
、２
年
生

５
名
、１
年
生
11
名
、合
計
16
名
が

所
属
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
主

に
、法
経
科
第
２
部
の
新
入
生
歓

迎
会
の
主
催
、新
入
生
歓
迎
バ
ス

旅
行
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、サ
マ
フ
ェ
ス
や
大
学

祭
で
の
運
営
補
助
や
そ
の
他
の
学

校
行
事
の
運
営
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。昨
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、学
校
行

事
の
中
止
や
規
模
縮
小
を
迫
ら
れ

ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
、感
染
対
策

を
徹
底
し
行
っ
た
今
年
度
の
新
入

生
歓
迎
バ
ス
旅
行
に
は
１
０
５
名

の
学
生
が
参
加
し
、素
晴
ら
し
い

思
い
出
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。今

後
も
、学
生
生
活
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
く
の
で
、是
非
参
加
し

て
く
だ
さ
い
！
待
っ
て
ま
す
！

１
部
自
治
会
長

就
職
や
編
入
学
な
ど
、
学
生
そ

れ
ぞ
れ
が
希
望
の
進
路
を
叶
え
ら

れ
る
よ
う
、
入
学
時
か
ら
様
々
な

形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
１

年
次
の
前
期
に
は
、
新
入
生
を
対

象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
編
入
学

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
就
職
や
編

入
学
に
向
け
た
心
構
え
や
準
備
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
前
期
に
開
講
し
て
い
る

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

今
年
度
、
２
１
７
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
受
講
生
の
大
半
は
新
入
生

で
、
前
葉
泰
幸
津
市
長
を
は
じ
め
、

毎
回
様
々
な
分
野
か
ら
講
師
を
お

招
き
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
多
様

な
職
業
観
や
人
生
観
に
触
れ
る
こ

と
を
通
し
て
、
今
後
の
進
路
選
択

に
役
立
て
て
い
ま
す
。
授
業
は
、

昨
年
度
と
同
様
に
感
染
対
策
と
し

て
複
数
の
教
室
を
使
用
し
、
講
演

の
映
像
を
他
の
教
室
に
同
時
配
信

す
る
方
式
で
行
い
ま
し
た
。
講
義

後
、
学
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
ミ
ニ

レ
ポ
ー
ト
は
各
講
師
に
目
を
通
し

て
い
た
だ
き
、
学
生
か
ら
の
質
問

に
も
丁
寧
に
回
答
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

学
生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
就
職
支
援
室
（
通
称
：
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｋ　

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で
は
、
求
人

票
や
就
職
試
験
受
験
報
告
書
、
企

業
説
明
会
案
内
な
ど
の
各
種
資
料

を
備
え
、
通
常
期
は
週
に
２
〜
３

日
、
繁
忙
期
は
週
に
４
日
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常
駐
し
て
進

路
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｋ　

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
内
に
面
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、面
接
指
導
や
マ
ナ
ー

指
導
を
よ
り
実
践
的
に
細
や
か
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
担
当
教

員
や
ク
ラ
ス
担
任
教
員
も
、
履
歴

書
や
志
望
理
由
書
の
添
削
、
面
接

練
習
な
ど
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、
１
年

生
は
後
期
か
ら
開
催
さ
れ
る
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
就
職
活

動
に
臨
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
２
年
生
の
就
職
内
定
状
況

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
例
年

よ
り
や
や
出
足
が
鈍
い
よ
う
で
す

が
、
今
後
、
き
め
細
か
く
相
談
対

応
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら
、

内
定
率
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

編
入
学
や
公
務
員
試
験
対
策
に

つ
い
て
は
、
図
書
館
に
各
大
学
の

編
入
学
生
募
集
要
項
や
編
入
学
試

験
受
験
報
告
書
、
卒
業
生
が
寄
贈

し
た
編
入
学
試
験
対
策
テ
キ
ス
ト

な
ど
が
あ
り
、
編
入
学
希
望
者
が

活
用
し
て
い
ま
す
。
公
務
員
試
験

受
験
報
告
書
や
公
務
員
試
験
受
験

案
内
な
ど
の
資
料
も
あ
り
、
公
務

員
志
望
者
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
編
入
学
講
座
、
公
務
員
講

座
を
、
今
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

編
入
学
講
座
で
は
英
語
と
小
論
文

の
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
公
務
員

講
座
は
主
に
１
年
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
編
入
学
の
合
格

状
況
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
三

重
大
学
人
文
学
部
、
同
大
学
生
物

資
源
学
部
、
同
大
学
工
学
部
、
岐

阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
、
関
西

大
学
総
合
情
報
学
部
な
ど
に
合
格

者
が
出
て
い
ま
す
。
編
入
学
試
験
、

公
務
員
試
験
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

本
番
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
た
よ
り

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
た
よ
り

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会

学
生
自
治
会
だ
よ
り

学
生
自
治
会
だ
よ
り

自
治
会
・
大
学
祭
実
行
委
員
会

自
治
会
・
大
学
祭
実
行
委
員
会

令
和
３
年
度
の
学
事
報
告

令
和
３
年
度
の
学
事
報
告

大

学

総

務

課

大

学

総

務

課

成
績
優
秀
者
及
び
功
績
者
表
彰

成
績
優
秀
者
及
び
功
績
者
表
彰

大

学

総

務

課

大

学

総

務

課

ふ
る
さ
と
納
税
で
「
三
重
短
期
大
学
を
応
援
」

ふ
る
さ
と
納
税
で
「
三
重
短
期
大
学
を
応
援
」

大

学

総

務

課

大

学

総

務

課

施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て

施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て

大

学

総

務

課

大

学

総

務

課

令
和
３
年
度
進
路
状
況

令
和
３
年
度
進
路
状
況

学　

生　

部

学　

生　

部

令
和
３
年
度
の
企
業
の
採
用
活

動
に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り
３
月

１
日
の
採
用
広
報
解
禁
と
な
り
、

採
用
選
考
の
開
始
が
６
月
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
多
く
の
企
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン

を
用
い
た
企
業
説
明
会
や
採
用
試

験
等
を
行
っ
て
お
り
、
戸
惑
う
学

生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
お
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

面
接
方
法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
公
務
員
就
職
活
動
に
お

い
て
は
、多
く
の
自
治
体
が
前
期
・

後
期
の
採
用
試
験
日
程
を
設
け
て

お
り
、
採
用
活
動
が
早
ま
っ
て
い

る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
例
年
10
月
に
行
っ
て
い
た
集

団
討
論
や
集
団
面
接
の
対
策
を
本

年
度
は
７
月
に
も
行
い
、
複
数
回

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
初

の
就
職
内
定
率
は
低
調
で
し
た

が
、
最
終
的
に
は
昨
年
度
よ
り
も

３
ポ
イ
ン
ト
高
い
98
・
９
％
ま
で

上
昇
し
ま
し
た
。

編
入
学
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

学
生
が
希
望
し
て
お
り
、
１
年
生

の
後
期
か
ら
始
ま
る
編
入
学
対
策

講
座
に
は
多
く
の
学
生
が
受
講
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
進
路
状
況
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

法
経
科
第
１
部
卒
業
生
１
０
３

名
中
、
進
学
22
名
（
う
ち
大
学
編

入
18
名
）、
就
職
57
名
（
う
ち
公
務

員
10
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
経
科
第
２
部
卒
業
生
73
名

中
、
進
学
20
名
（
同
18
名
）、
就
職

22
名
（
同
３
名
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。生

活
科
学
科
食
物
栄
養
学
専
攻

卒
業
生
51
名
中
、
進
学
７
名
（
う

ち
同
６
名
）、
就
職
41
名
（
同
０

名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻
卒

業
生
１
０
０
名
中
、進
学
23
名（
同

20
名
）、
就
職
55
名
（
同
４
名
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

編
入
学
先
と
し
て
は
、
国
公
立

大
学
23
名
（
三
重
９
名
、
島
根
３

名
、
福
知
山
公
立
２
名
、
大
分
、

尾
道
市
立
、
岐
阜
、
滋
賀
県
立
、

静
岡
、
長
野
、
名
桜
、
福
井
、
山

形
）、
私
立
大
学
39
名
（
椙
山
女
学

園
５
名
、
南
山
３
名
、
愛
知
２
名
、

大
阪
経
済
２
名
、京
都
産
業
２
名
、

近
畿
２
名
、
龍
谷
２
名
、
愛
知
淑

徳
、
大
阪
産
業
、
関
西
、
岐
阜
女

子
、
京
都
女
子
、
金
城
学
院
、
皇

學
館
、
神
戸
学
院
、
神
戸
女
子
、

国
士
舘
、
女
子
栄
養
、
中
部
、
帝

京
、
東
海
、
徳
島
文
理
、
名
古
屋

学
院
、
名
古
屋
経
済
、
日
本
福
祉
、

佛
教
、
松
本
、
名
城
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
就
職
先
と
し
て
は
、
法
経

科
第
１
部
法
律
コ
ー
ス
で
は
公
務

員
（
三
重
県
庁
、
三
重
県
警
察
、

鈴
鹿
市
役
所
等
）、法
経
科
第
１
部

経
商
コ
ー
ス
で
は
金
融
機
関
や
小

売
業
、
生
活
科
学
科
食
物
栄
養
学

専
攻
で
は
委
託
給
食
会
社
や
医
療

機
関
、
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専

攻
で
は
住
宅
・
不
動
産
、
社
会
福

祉
法
人
な
ど
、
学
科
の
特
色
を
生

か
し
た
業
種
に
就
職
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
本
学
に
お

い
て
は
来
年
３
月
ま
で
に
校
舎
棟

等
の
空
調
機
器
61
台
の
入
替
を
行

い
ま
す
。
予
算
額
は
９
０
２
９
万

円
で
す
。

２
部
自
治
会
長

大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

ふるさとチョイス
津市のHPへ飛ぶ
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